
1-4 博士前期課程の目的 （国立大学法人お茶の水女子大学大学院学則より抜粋） 

第４条 博士前期課程は、広い視野に立って精深な学識を授け、専攻分野における研究能力

又は高度の専門性を要する職業等に必要な高度の能力を養うことを目的とする。 

２ 前項の目的を達成するため、第６条に定める博士前期課程各専攻の目的は、次に掲げる

とおりとする。 

⑴比較社会文化学専攻は、言語、思想、歴史、芸術を軸とする人文諸科学に関する高度な専

門性を構築し、幅広い教養に基づいた学際的で豊かな研究能力を備えた人材を養成する。 

⑵人間発達科学専攻は、教育科学、心理学、発達臨床心理学、社会学、保育学、児童学にお

ける基本的な研究能力とともに、人間の心の発達と社会環境に関る諸問題を学際的視点に

基づき総合的・有機的に結びつける能力を身につけた人材を養成する。 

⑶ジェンダー社会科学専攻は、人間・生活・社会・環境をめぐる現代的諸問題を、生活政策

学、地理環境学、開発・ジェンダー論の観点から解明しうる新しい学識の獲得をはかり、国

際的な視野をもつ人材を養成する。 

⑷ライフサイエンス専攻は、生命科学、生活科学の学問領域の有機的な統合を試み、人間を

生命、生活の両面から捉え、ライフサイエンス全般を基礎から応用まで幅広く理解できる人

材を養成する。 

⑸理学専攻は、数学、物理学、化学・生物化学、情報科学の各分野において高度の専門的能

力を有し、境界領域分野や未知の分野の学問を切り拓くことに意欲的な人材を養成する。 

⑹生活工学共同専攻は、工学諸分野を基礎から応用まで幅広く理解した上で、生活者の視点

に立ち、人間生活に関連する諸課題を工学的観点から柔軟に捉える能力を有する人材を養

成する。 

３ 博士前期課程の標準修業年限は、２年とする。 


